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【内容要旨】 
アルブミン尿と蛋白尿が早期死亡のリスク因子であることはこれまでの報告

で知られている。本研究では地域住民におけるアルブミン尿と蛋白尿の予後予

測能について比較検討を行った。 

 我々は 3446人の日本人の地域住民健診において、尿アルブミン・クレアチニ

ン比と試験紙蛋白尿を測定し、その後 7 年間追跡調査を行った。そしてベース

ラインの尿アルブミン・クレアチニン比 30mg/gCr以上、試験紙蛋白尿±以上、

試験紙蛋白尿 1＋以上の 3つのカテゴリーについて死亡率との関連を調べた。 

 アルブミン尿陽性、試験紙蛋白尿±以上、試験紙蛋白尿 1＋以上の対象者は、

それぞれ 514人(14.9％)、290人(8.4％)、151人(4.4％)であった。観察期間中に

138 人が死亡し、そのうち 41 人が心血管死亡であった。Kaplan-Meier 解析で

は、総死亡や心血管死亡は登録時のアルブミン尿、試験紙蛋白尿高度であるほ

ど増加していた。死亡率は 1000人年あたり、アルブミン尿で 12.8、試験紙蛋白

尿±以上で 12.6、試験紙蛋白尿 1＋以上で 16.2 であり、全体での 6.9 よりも高

かった。 

Cox比例ハザード解析では、尿アルブミン・クレアチニン比 30mg/gCr以上、

試験紙蛋白尿±以上、試験紙蛋白尿 1＋以上の 3つのカテゴリーすべてが総死亡

のリスク因子であった。背景因子(年齢、性別、高血圧、蛋白尿、肥満、高コレ

ステロール、喫煙、飲酒、eGFR、塩分摂取)で補正するとアルブミン尿のみが

有意な総死亡のリスク因子であった。同様に心血管死亡において検討したとこ

ろ背景因子で補正前後とも、アルブミン尿のみが有意な心血管死亡のリスク因

子であった。 

以上より、日本人地域住民において、アルブミン尿は高い有病率を呈し、試

験紙蛋白尿よりも死亡率と相関しており、より優れた予後予測マーカーである

可能性が示唆された。 
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